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【目的】Mfsd2a は血液脳関門に発現し、ドコサヘキサエン酸を血液から脳組織へ輸送する

ことが報告されているが、ヒト胎盤においても胎盤関門の実体である合胞体栄養膜細胞に

発現している。胎盤 Mfsd2a が胎児成長等に果たす機能を解明する上で、マウスを用いた動

物実験は有用であるが、マウス胎盤における Mfsd2a の発現は知られていない。本研究では、

マウス胎盤における Mfsd2a の発現を明らかにすることを目的とした。 

【方法】妊娠 11.5 日目から妊娠 19.5 日目までのマウス胎盤において、脱落膜、着床連結帯、

および合胞体栄養膜細胞が存在する迷路部の Mfsd2a mRNA 発現量を、real-time PCR によ

ってそれぞれ定量した。妊娠 15.5 日目のマウス胎盤における Mfsd2a タンパク発現は、細

胞膜画分を精製し、western blot で評価した。 

【結果】マウス胎盤迷路部における Mfsd2a mRNA の発現量は妊娠進行に伴って上昇し、

妊娠 15.5 日目において最も高く、それ以降は減少していた。さらに、Mfsd2a mRNA の発

現量は迷路部において高く、15.5 日目において脱落膜の 200 倍、着床連結帯の 7.5 倍であ

った。妊娠 15.5 日目マウス胎盤における Mfsd2a タンパクの発現も、脱落膜および着床連

結帯と比較して迷路部において高く、さらに、細胞質ではなく細胞膜画分に発現しているこ

とが示された。 

【結論】Mfsd2a はマウス胎盤迷路部の細胞膜に高発現していることが示された。迷路部に

は合胞体栄養膜細胞が存在するため、その細胞膜に Mfsd2a の高い発現が示されたことは、

母体・胎児間のオメガ 3 脂肪酸輸送機構を明らかにする上で重要な知見である。 

 

 


